
自己評価（前年度） 

 

 ※「幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価」のチェック項目を用いて

自己評価しています 

 

 

事業計画（今年度の重点項目） 

 
項目 内容 

意欲ある職場環

境 

 面談以外に、ケース会議の中で意識的に語る場を増やしていく（月 1

回） 

虐待を発生させ

ない体制づくり 

 年 2 回、バイブルブックを活用した園内研修を行い、自身を振り返る

とともに意識の改善・向上を図る 

保護者等のニー

ズの把握・理解 

 行事後（実践発表・展示会後各 1 回ずつ）のアンケートを実施し、結

果を公表した上で改善に取り組む 

 

 

幼保連携型認定こども園教育・保育要領に基づく自己評価 

デ

ー

タ

分

析

表 

 

総

合

評

価 

今年度は、テラスに野菜や草花などの植物を栽培することで子どもたちの興味や体

験が広がった一年となった。引き続き、テラスや園内の環境の充実に努め、様々な

「モノ」との出会い、美しさに触れる機会を保障していく。 

また、継続的に教育・保育の見える化を行うことで、地域の方にもお声がけいただく

機会が増えてきていると感じる。子どもたちと共に積極的に園外に出かけ、些細なや

りとりをきっかけに、自園の存在を知っていただき、小規模ならではの細やかな対応

や関わりを心掛けていきたい。 


